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１． はじめに 

静岡県清水町の湧水を水源とする柿田川は、狩野川

に合流するまで流呈 1.2km という短距離河川でありな

がら、その形成以降の歴史が永い故にミシマバイカモ

など固有の生物種を有し保ってきた特殊な河川環境と

して、そのほぼ全域が国指定の天然記念物（地質鉱物）

に指定されている。その柿田川に、2003年（平成 15年）

頃に特定外来生物に指定されているオオカワヂシャな

どが確認されるようになり、これまで永らく保たれて

きた群集構成が損なわれる懸念が生じる状況となった。 

これに対応するため、「柿田川自然再生計画」が 2012

年（平成 24 年）3月に策定され、外来種の駆除や河道

掘削等が行われてきたが、令和 3 年 3 月に計画改定さ

れ、在来種再生工等が追加された。 

 

２． オオカワヂシャの繁茂状況と駆除の効果 

当研究所では、2012 年から継続して柿田川に生育す

る主たる水生植物複数種の分布状態を継続的に確認し

ている。 

その内、外来種であるオオカワヂシャは、調査開始

段階では、柿田川全域の約 45％に生育、高密度域（ブ

ロン・ブランケの群度 5～3 に相当）が河床全域の約

30％を占めていた。しかしそれ以降、全体の生育面積

は大きく変動していないものの、高密度域は減少して

いる（図－１、図－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来種の駆除は、長年、地元環境保全団体が主導す

るボランティア活動を中心に行われており、この効果

が大きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ オオカワヂシャの分布状況の比較 

３． 在来種再生のための移植実験 

オオカワヂシャ侵入前の柿田川には、下流ではコカ

ナダモが優占するものの、上中流域ではミシマバイカ

モが最も多く分布していた。しかし、オオカワヂシャ

が侵入し、広域に分布するようになった 2012 年には柿

田川全域の河床面積の約 45％、コカナダモも含めた外

来種 2 種で約 53％を占めるまでに至り、ミシマバイカ

モなどの在来種は分布域を大幅に減じていた。 

外来種駆除開始時、オオカワヂシャ駆除後の裸地化

した河床には、以前のようにミシマバイカモを主とし

た在来種が優占すると考えられていたが、実際には、

在来種は緩やかに定着、分布拡大するに留まり、再び

オオカワヂシャが繁茂する状況も、毎年の水生植物生

育調査により確認されるようになった。図－３に、ミ

シマバイカモの 2012 年（平成 24 年）以降の河床占有

率の経年変化を示す。 
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図－１ オオカワヂシャの生育面積の経年変化

凡例：■ 密度(高)、■ 密度(低)

※ 密度の高低は､詳細分布調査の群度(ﾌﾞﾛﾝ･ﾌﾞﾗﾝｹ)評価結果を元に､

　 群度１～２を(低)に､群度３～５を(高)に区分､整理した｡

凡例：■ 密度(高)、■ 密度(低)

※ 密度の高低は､詳細分布調査の群度(ﾌﾞﾛﾝ･ﾌﾞﾗﾝｹ)評価結果を元に､

　 群度１～２を(低)に､群度３～５を(高)に区分､整理した｡
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図－３ ミシマバイカモの河床占有率の経年変化 

この状況を打開するためには、駆除だけでなく、在

来種の再生にも人為的補助が必要と考えられた。この

ため、令和元年度からは、「ミシマバイカモ等を駆除後

の裸地化した河床に移植し、在来種の再生を支援する」

こととし「専門的知識を有しない一般の人でも、安全

にかつ効果的に」実施できる手法を確立するため、在

来種の移植実験を行うことにした。 

令和 2 年度は、園芸用の生分解性マットを活着基盤

に用いる手法（図－４）の技術的確立を図るため、活

着基盤の配置間隔等について、様々な異なる条件の下

での比較実験を行うとともに、流速が速い本流部でも

移植株が流失したり、健康不良に至らないよう、抵抗

を極力低減させるため平伏させたり、株の丈を短くす

るなど、改良した移植方式を試すこととした(図－５)。 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ プレート法 

 

 

 

 

 

 

図－５ 改良方式でのミシマバイカモ(左)とナガエミ

クリ移植株(右) 

 

10 月期に経過状況を観察した結果を図－６に示す。

改良方式では、両種とも移植１か月後の状態は総じて

良好であった。特にナガエミクリ株は、概ねの個体で

伸長が認められた。改良方式の結果が、該当 2 種の生

長が活発なシーズン末期である 9～10 月であったこと

を鑑みれば、十分評価できる結果だったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 改良方式でのミシマバイカモ移植株(上)とナ

ガエミクリ移植株(下)の１か月後の生育状況 

 

４．おわりに 

柿田川自然再生計画では策定時から、「自然再生事業

終了後は、自治体等が主体となって、将来にわたり再

生活動を継続する」計画となっているため、早期に自

治体等が実施主体となっても持続可能な安全で効果的

な方策を見出すことが求められる。 

在来種再生の取組みはまだ緒についたばかりであるが、

今後も様々な試みを積極的に進めていくことで、「湧水

起源の清らかな流れと河畔林に覆われ、ミシマバイカ

モをはじめとした類い希で貴重な水草に覆われた柿田

川の姿を、後世にわたって引き継いていく」という目

標の達成に寄与したいと考えている。 

 

＜参考文献＞ 

1) 令和元年度 柿田川自然再生事業検討業務報告書： 

国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所， 

2021 

2) 平成 12 年度 柿田川環境調査業務報告書：国土交

通省中部地方整備局沼津河川国道事務所，2001 

(生育) 他種､裸地 34692 29397 31587 29908 27210 27894 26155 22562 19416

面積 密度(低) 2436 10082 8598 8251 10413 7875 7665 13659 17255

(ｍ2) 密度(高) 4776 2425 1719 3745 4281 6134 8084 5683 5233

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02

河
床
占

有
率

(％
、

(生
育

)面
積

/河
床
面

積
)

凡例：■ 密度(高)、■ 密度(低)

※ 密度の高低は､詳細分布調査の群度(ﾌﾞﾛﾝ･ﾌﾞﾗﾝｹ)評価結果を元に､

　 群度１～２を(低)に､群度３～５を(高)に区分､整理した｡

0 2 4 6 8 10 12 14

設置時より衰弱傾向に
あった移植株

設置時の健全度、繁茂状態と
⽐較して同程度〜若⼲良好な

状態にあった移植株

設置時より明瞭に
繁茂していた移植株

n=20

(株数)

0 1 2 3 4 5 6 7

短くなった株

7〜10cm伸⻑

11〜20cm伸⻑

21〜30cm伸⻑

31〜40cm伸⻑ n=16

(株数)


